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m人事異動から約１ヶ月が過ぎ、新しい職場

に配属された方々も少しずつ雰囲気に慣れて

こられた頃だと思います。しかし、雰囲気に

は慣れても仕事に慣れるのはなかなか大変で

すね。私も昨年は５年ぶりに異動をし、初め

ての職場で経験することも多く、結構疲れま

した。

ただ、その分、これまでとは違ったところ

で自分の能力アップにつながっているのかな

と思っています。１年後の自分が今の自分よ

りも明らかに進歩していると実感できるよう、

今年度も目標を持って頑張っていきたいと思

います。 （Ｍ．Ｓ）

mいつもの春の如くここ市町村課でも多くの

一年生が誕生した。研修生一年生、当課一年

生の府職員、出戻り組一年生、そして今年は

社会人一年生もいる（私の場合、新採君と遭

遇するのは１３年ぶり。）。今のところ私を含

め、まだ猫をかぶっている者が多いように感

じるが、各自が持ち味をじわりとでも出せて

いけたら…。

そのためにもまずは「おつきあい」、いや

いや迎えてくれた上級生の洗礼を浴びながら、

やはり「勉強」から。市町村の皆様も、どう

ぞよろしく。 （Ｔ．Ｏ）

mはじめまして。この４月に研修生として市

町村課にやってまいりました。

自治体職員としては１２年目を迎え、フレッ

ュマンと呼べる年齢かどうか微妙ではありま

すが、市町村課の先輩や上司のみなさんの忙

しい手を何度も止めながら、またときに熱い

ご指導もいただきながらフレッシュに頑張っ

ているところです。

２年後、すっかりベテランマン（？）にな

っていて、惜しまれながら卒業している自分

の姿を妄想しながら、貴重な２年間を大切に

過ごしていきたいと思っています。

市町村のみなさん、これから２年間よろし

くお願いします。 （Ｋ．Ｎ）

編集庶務は大阪府総務部市町村課
総務・企画グループで行っています。 

〒540-8570 
　　府庁の専用郵便番号ですので、 
　　住所の記載が省略できます。 

1 06-6941-0351（内線2228） 
1 06-6944-6096（市町村課直通） 

編 集 後 記  

オータムジャンボ宝くじ  
月刊「自治大阪」の発行は、サマージャンボ宝くじの収益金を活用しています。 

～市町村のまちづくりに役立っています～ 


